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　企業の採用試験では、応募者の能力や性格を把
握するために、主観に左右されず、客観的な指標
となる適性検査を実施するケースが多い。適性検
査には多くの種類があるが、中でも「SPI」は高卒
採用試験でも実施率が高い。他社の適性検査の中
には「SPI」に類似しているものが多いため、適性
検査対策をするならば「SPI」対策をしておくとよい。
　今回は、適性検査の概要を紹介するとともに、
２年次からの早期対策について「SPI」を中心に
考えてみたい。

採用試験における適性検査
採用試験で行われる適性検査は、志望者がその

企業の仕事内容に適応でき、十分に能力を発揮す
ることが可能かどうかを見極めるために行われ、
採用を決定する際の重要な判断材料になる。

●適性検査の種類
採用試験における適性検査は、主に能力検査と

性格検査に分けられる。どちらか一方だけを行う
企業もあれば、両方を実施する企業もある。

また、適性検査は、多くの種類のものが制作さ
れているが、採用試験を行う企業は、その中から
自社にあったものを選んで実施している。SPI、
一般職業適性検査、クレペリン検査が有名だが、
他にも多種の検査があり、内容もさまざまである。
事務職採用向け、運転手採用向けなど、職種に応
じた内容の検査もある。

●適性検査の実施状況
採用試験における適性検査の問題は、公開され

ていないため、それぞれの内容ははっきりとわ

かっていない。それぞれの適性検査がどの程度の
企業で実施されているかも不明である。ただし、
ある企業が採用試験にどの適性検査を実施するか
は、求人票に書かれている場合がある。また、毎
年同じ適性検査を実施している企業が多いので、
過去の受験報告書が参考になる場合がある。受験
した生徒には、できる範囲で、出題内容を報告さ
せるように指導したい。

主な適性検査の概要
●SPI

SPI（現在は SPI3）は、リクルートが提供して
いる適性検査である。仕事をする上で必要とされ
る資質を総合的に測定しようとする検査で、人材
採用時だけでなく、入社後の適材適所を目標とし
た配属先の資料として活用される場合もあるよう
だ。全国で年間 1 万 3,500 社、受検者数約 203 万
人（2020 年度実績：リクルートのホームページより）
と、多くの企業の採用試験で実施されており、こ
の分野でのシェアは国内トップといわれている。

以前は大企業とその関連会社、対象は大学生が
メインだったが、近年は中小企業や新興企業にも
広がり（リクルート公表：約 65％が従業員 300
人未満の中小企業での利用）、高校生の採用試験
においても利用が増えている。また、公務員試験
においても、SPI を実施する自治体が市役所を中
心に増えている。

SPI は、大きく分けて能力検査と性格検査に分
けられる。能力検査では、企業の業務で要求され
るコミュニケーション能力、数的処理能力や論理
的思考能力などが測られる。受検対象や測定内容
によっていくつかのタイプがあるが、高校生対象
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の採用試験では、主に SPI3- Ｈと
いう検査が使用されている。問題内
容は、小学校・中学校で習う国語、
数学（算数）の基本的なものが中心 
であるが、SPI 独特の形式を持つ問
題も出題される。

性格検査では、企業の求める人材
かどうかの判断基準となる受検者の考え方や行動パ
ターンを行動的側面・意欲的側面・情緒的側面・社
会関係的側面から測定する。

●一般職業適性検査
採用試験で用いられる一般職業適性検査とは、

厚生労働省編集の適性検査である。円打点、計算、
名詞比較、形態照合、記号記入、文章完成など、
さまざまな検査で構成されている。かなりやさし
い問題がほとんどだが、解答時間が短く、問題数
は多いので、すばやく、正確に多くの問題を解く
ことがポイントになる。

●クレペリン検査
クレペリン検査にはいくつか種類があるが、代

表的なものには内田式クレペリン検査などがある。
クレペリン検査は、１ケタの数字の足し算を続

けて行うという単純な作業を続ける検査である。
その結果を基に、受検者の能力や、作業時の性格・
行動の特徴を測定する。全体の計算量を基に能力
を測定し、１分ごとの計算量の変化（作業曲線）、
足し算の間違いを基に性格・行動の特徴を測定す
る。計算量が多い方が能力は高く評価されるので、
すばやく、正確に作業をすることが重要である。

●その他の適性検査
「C

キュービック

UBIC」、「S
ス コ ア

COA」という適性検査も徐々に
増えてきている。「CUBIC」は言語、論理、数理、
図形、英語の科目があり、基礎編、応用編など難
易度が設定されており、企業の目的に合わせて組
み合わせることができる。
「SCOA」は、知的能力や学力、事務能力を判

定する検査などがあり、基礎的能力を測る検査は
言語、数理、論理、英語、常識（社会・理科から
出題）の 5 分野で構成されている。

そのほかさまざまな種類の適性検査があるが、
情報が乏しく、どのような内容なのかよくわかっ
ていない。高卒を対象とする適性検査では、基

礎的能力を測定するものが一般的なので、小・中
～高校で履修した各科目の基礎をしっかりと復習
し、対策問題集などで練習するように指導したい。

ＳＰＩ能力検査対策
高卒採用試験でも実施する企業が増えている

SPI について、細かく解説したい。特に、事前準
備の必要な能力検査について、対策法を紹介する。

●能力適性検査の構成
SPI は大きく能力検査と性格検査に分かれる点

は前述した。そのうち、性格検査は性格特性を測
定する検査であり、素直に飾らず答えるものなの
で、本番で戸惑わないよう、１回程度市販の検査
を実施すれば充分である。

一方、能力検査については、難問というような
問題は出題されていないが、独特な出題形式を持
つ問題が含まれているので、問題形式を事前に
知っておくことが大切である。問題集の活用や、
試験慣れのためにも、模試の実施などによる事前
準備が高得点に結びついてゆく。

能力検査（ペーパーテスティングの場合 70 分）
は、言語分野、非言語分野に分けられ、以下のよ
うな構成となっている。
①言語分野
・実施時間 30分／ 50〜 55問程度
・５〜６つの選択肢からの択一式

国語的分野に関する出題である。企業の業務で
は、折衝や意思の伝達、文書作成等、言語を通し
ての活動が多いため、どのような仕事をする上で
も必要とされる言語的理解力がどの程度備わって
いるかを測定する。

具体的には、対義語・包含関係といった語句に
関する問題、要旨の理解や接続詞を問う長文読解
等により、基礎的な語彙力や文章理解力を試す問
題が出題される。

資料●SPI の構成

能力検査

性格検査

①言語分野
　言葉や文章の意味・構成・要旨を的確に理解する力
②非言語分野
　獲得した情報を基に的確な判断を導き出すなどの力
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②非言語分野
・実施時間 40分／ 40問程度
・８〜９つの選択肢からの択一式

算数・数学的、論理的分野に関する出題である。
企業では、経理だけでなく、企画、販売、生産管
理等さまざまな部門で、統計的な処理・分析など
の業務が不可欠であるため、数的処理能力や論理
的思考能力を測る問題が出題される。出題内容は、
加減乗除など基礎的な計算問題や文章題、推論等
で、小・中学校～高校１年生レベルの知識を用い
て解くことができる。

●能力適性検査の特徴
SPI の「能力検査」は、小・中学校～高校１年

生レベルの基礎的な知識を基に解ける問題ではあ
るが、次のような特徴がある。
①「知識」よりも「知能」が問われる

採用する企業にとっては、仕事を進める上で必
要な資質や能力が備わっているか、論理的に物事
を考えて知恵を働かせられる人なのかが、採用す
る上での大切なポイントとなる。そのため、SPI
の「能力検査」は、一般的な「知識の量」より「知
能」が問われる検査と言え、より多くの知識を備
えたものが高得点をとれるというものではない。

例えば、言語分野の「２語の関係」の問題の場
合、語句の意味についての正しい知識も必要だが、
言葉どうしがどのようなつながりを持っているの
かにまで踏み込んで考えなくてはならない。問題
を解くには、知識だけではなく、判断力や応用力
も必要とされる。
②１問にかけられる時間が短い

言語分野も、非言語分野も、難問というような
問題は見当たらないが、試験時間の割に数多くの
問題が出題される。単純に計算すると、言語分野
は１問 32 秒、非言語分野は１問 60 秒で解かなけ
ればならないことになる。
③独特の出題形式を持つ問題が含まれている

通常の学校の授業や試験ではあまりなじみのな
い、特殊な設問形式の問題が含まれているため、
本試験で初めて SPI の能力検査を目の当たりに
すると、「動揺してしまい、あまり解けなかった」
という結果になってしまいがちである。事前の対
策を行った場合と行わなかった場合とでは、結果
がかなり変わってくるといえる。

本番で十分に実力を発揮するためには、問題形
式を把握して、解答スピードにも慣れておくこと
が大切である。試験直前の付け焼刃の対策では、
得点を大きく向上させることは難しい。高校２年
生から、段階的に少しずつ問題集等に取り組んで
いくことが、合格への大きなカギとなる。

●進学希望者にも役立つ「SPI」能力検査対策
進学後も、やがては就職活動を進める時期が訪

れて、「SPI」を受検する可能性が高い。進学希望
者に対しても、言語分野と非言語分野の基礎能力
を鍛えておくことは無駄にはならず、いつか役立
つ時が来る。

【年齢算】
ある家族の父と息子の年齢は、現在、父が 34 歳、息子
が 2歳である。父の年齢が息子のちょうど 5倍になるの
は何年後か。
Ａ　4 年後　　Ｂ　5 年後　　Ｃ　6 年後　　Ｄ　7 年後
Ｅ　8 年後　　Ｆ　9 年後　　Ｇ　10 年後
Ｈ　Ａ～Ｇのいずれでもない 正答　C

【推論】
Ｐ、Ｑ、Ｒの３個の箱がある。ＰはＱよりも軽く、Ｑの
重さはＰとＲの重さの和に等しい。このとき、次の推論
ア～ウのうち、必ず正しいといえるものはどれか。Ａ～
Ｈから１つ選べ。
　ア：ＲはＱよりも軽い
　イ：ＱはＰよりもＲよりも重い。
　ウ：ＰはＱよりもＲよりも軽い。
Ａ　アだけ	 Ｂ　イだけ	
Ｃ　ウだけ	 Ｄ　アとイの両方	
Ｅ　アとウの両方	 Ｆ　イとウの両方	
Ｇ　アとイとウのすべて	
Ｈ　アとイとウのいずれも必ず正しいとはいえない

正答　Ｄ

問題例

【対義語】
太字で示された語の意味と最も反対の意味になる語を選
べ。
安価
Ａ　単価	 Ｂ　特価	 Ｃ　原価
Ｄ　高価	 Ｅ　時価

【２語の関係】
太字で示された２語の関係を考え、同じ関係を表す対を
作れ。
コート：防寒
カメラ：	Ａ　撮影	 	Ｂ　レンズ	 Ｃ　映写
	 Ｄ　デジタルカメラ		Ｅ　精密機械

問題例

正答　Ｄ

正答　A
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ＳＰＩ能力検査攻略の基本の３Ｓｔｅｐ
最後に、SPI の能力検査の攻略に向けて、指導

のポイントを３段階に分けて紹介する（オススメ
の教材は、いずれも実務教育出版刊行）。

Step1●中学までの国、算・数の基礎固め
まずは、正答を導き出すために必要な基礎知識

を認識し補強することが大切である。
【言語分野：国語】

漢字や熟語、語句の意味を覚えること、文章の
要旨をとらえる力をつけさせることが必要にな
る。新聞や本を読ませたり、作文を書かせたりな
ど、さまざまな文章に触れる機会を増やすことで
語彙力、読解力を養成できる。
【非言語分野：算数（数学）】

難しい公式は必要ないが、小・中学校段階で学
習したレベルの公式をすっかり忘れていると大き
な差が出てしまう。したがって、高校前段階に学
習した基本的な知識の復習が大切になる。

小・中学校段階で履修したものは広範囲にわた
るため、出題傾向に絞り込んだ教材を活用するこ
とで、学習を効率的に進めることができる。
《基礎固めにオススメの教材》

『ステップアップ 国・数・英』
『ステップアップ 国・数・英 Next』
『わかる！とける！基本の数学』
『はじめて学ぶ SPI 入門問題集』
『高校用 SPI 入門テスト』

Step2●出題傾向に慣れる
１問１問はそれほど難しい問題ではないが、通

常の学校の試験などでは出題されないような独特
なパターンを持つ問題が含まれている上、試験時
間の割に問題数が多いため、数多くの問題を解い
て慣れさせることが成果を上げる秘訣である。言
語分野の長文読解も丁寧に読めば解答できるレベ
ルなので、慣れさせることがポイントになる。
《出題傾向への慣れにオススメの教材》

『基礎から学ぶ SPI ベーシック問題集』
『高校用 SPI 基礎テスト』

Step3●応用力と解答スピードを身に付ける
SPI で高評価を得るためには、言語分野 30 分・

非言語分野 40 分という限られた時間をいかに有
効に使えるかがカギとなるので、解答スピードを
上げることが不可欠になる。解法を身に付けるこ
とであっさりと解けてしまう問題も多いため、傾
向に沿ってまとめられた問題集による練習を重ね
ることで、時間内で解く力を高めることができる。

また、同じテーマの問題でも、切り口によって
はまったく違うテーマの問題に見えるので、いざ
という時にうろたえさせないよう、さまざまな問
題に取り組ませて、応用力・実戦力をつけさせる
ことが大切である。
《実戦力をつけさせるのにオススメの教材》

『実戦レベルで学ぶ SPI 対策問題集』
『高校用 SPI 対策テスト』

本年と前年の『就職試験ジャーナル』のバックナンバーは、小社サイト「教材 NAVI」で
ご覧いただけます。
高等学校のTOPページ（www.jitsumu-kyouzai.com/highschool/）より、「活用
情報（モデルプラン・指導情報など）」→「指導情報」をご覧ください。

『就職試験ジャーナル』
バックナンバーについて

「SPI」性格検査・さまざまな適性検査対策に役立つ教材をご紹介。
就職試験対策がより万全なものとなります。

今号の
イチオシ教材

就職に向けた性格検査GET 一般常識＆適性検査ベーシック
実施時間● 30分（配布・回収・説明等の時間を含む）
標準採点期間● 10日間
受 検 料● 450円（採点料・税込）

体裁●B5判・79ページ
別冊●正答と解説／確認テスト（1回40分・2回分）
定価● 640円（税込）

自己理解を深め、性格検査の体験もでき、
模試・テストと併せてのご実施が効果的です。

《一般常識編》と《適性検査編》の 2部構成。
さまざまなタイプの適性検査について学べます。
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★ご検討用実物見本を無料進呈！お気軽にご請求ください。☎ 03-3355-1801  教育教材事業部


